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1 7 7 2 . ハイドン 交響曲第4 5 番「告別」
1 7 8 8 .  モーツァルト 交響曲第4 1 番「ｼﾞｭﾋﾟﾀ
ｰ」
1 7 9 5 .  ハイドン 交響曲第1 0 4 番「ﾛﾝﾄﾞﾝ」
1 8 0 8 .  ﾍﾞｰﾄ- ｳ ﾞｪﾝ 交響曲第5 番「運命」
1 8 2 4 .  ﾍﾞｰﾄ- ｳ ﾞｪﾝ 交響曲第9 番「合唱付」
1 8 2 6 .  ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ 交響曲第9 番「ｸﾞﾚｲﾄ」
1 8 2 9 .  ﾛｯｼｰﾆ 歌劇「ｳｲﾘｱﾑﾃﾙ」
1 8 3 0 .  ﾍﾞﾙﾘｵｰｽﾞ 幻想交響曲
1 8 4 5 . ｳﾞｧｰｸﾞﾅｰ 楽劇「ﾛｰｴﾝｸﾞﾘﾝ」
1 8 5 0 .  ｼｭｰﾏﾝ 交響曲第3 番「ﾗｲﾝ」
1 8 5 8 .  ｵｯﾌｪﾝﾊﾞｯｸ 歌劇「天国と地獄」
1 8 6 2 .  ｳﾞｪﾙﾃﾞｨ 歌劇「運命の力」
1 8 7 6 .  ﾌﾞﾗｰﾑｽ作曲 交響曲第1 番
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１．オ ー ケ ス ト ラ の語源



２- １．楽譜の歴史



２- １．（１）．教会旋法各種



２- １ . （２）ｸﾞﾚｺﾞﾘｱ聖歌

１.  単旋律
２．男声の朗誦

 ３．教会旋法を統合（中性調？）

ドレミの起源



２- ２．楽曲の歴史（１）
ｼﾞｮｽｶﾝ作曲 ﾓﾃｯﾄ「ｱｳﾞｪ ﾏﾘｱ」の冒頭 （対位法）



２- ２．楽 曲の歴史（２）
長調・短調・転調

教会旋法（中性？）

⇒ ﾎﾟﾘﾌｫﾆｰ（多声音楽）（中世からﾙﾈｯｻﾝｽ）

⇒ ﾎﾓﾌｫﾆｰ（単一旋律を強調する）

（ﾙﾈｯｻﾝｽ以降）

調性（長・短）の確率

（純正律⇒平均律）

⇒自在な転調可能

J.S.ﾊﾞｯﾊ：「24曲の平均律ｸﾗｳﾞｨｰｱ曲集」



２- ２．楽曲の歴史（３）

音階と旋法



２-３．楽器の歴史（１）

リュート



２-３．楽器の歴史(2)



２- ３．楽器の歴史( 3 )  



２- ４．弦楽 器の活躍（１） 種類と音
域



２- ４ .  弦楽 器の活躍（２）
「運命」交響曲の楽 器出現頻度（％）



２ - ４．弦楽器の活躍（３） 弦楽合奏が本体になる理
由

（１）広い音域に同質の音色が得られる

（２）多彩な奏法を持っている

（３）強弱の幅が広い

（４）微妙なﾋﾟｯﾁの違いが豊かな音感を生む

（５）人数の増減が容易

（６）管楽器に比べて長時間の演奏が可能



２- ５．弦楽 器の活躍（４） 演奏
法



３．オーケストラとは（１）

（１） 弦楽5部合奏が生みだすハーモニーに
（２） 木管楽器が彩りを添え
（３） 金管楽器と
（４） 打楽器がア クセン ト を 加える

1 0 - ２．オーケスト ラ の 編成

（１）弦楽5部：ヴァ イ オリン 2 部, ヴィオラ ,  セロ, コ ン ト ラ バス
（２） フル ー ト ,  オーボエ,  ク ラ リネット ,  ファゴッ ト
（３） ホル ン ,  ト ラ ン ペット ,  ト ロ ン ボーン ,  チューバ
（４）ティムパニ, ドラ ム,  小太鼓,  ベ ル ,  ピア ノ ,  チェ レ ス
タ・・・





３ .  オ ー ケ ス ト ラ とは（２） 木管楽器
の種類と音域



3 .  ｵｰｹｽﾄﾗとは （３） 金管楽器の種類と音
域



３ . ｵｰｹｽﾄﾗとは（ 4 ）打楽器の種類と音域



３．ｵｰｹｽﾄﾗとは（５）楽器の音域
ピアノが最も広い音域をもつ弦楽器の上限はほぼ無制限



3 .  ｵｰｹｽﾄﾗとは（６） オ ー ケ ス ト ラ
の配置



４ . 指 揮 者 ( 1 )

1 0 0 人近い熟練の演奏者を
指揮棒一本で自在に操り
作曲家の心血を注いだ楽譜を
作曲家の思い描いた音に変換して
聴衆に伝える仕事

1 .  一度はやってみたいカッコイイ職業
2 .  オーケストラの中央に立ち,  指揮棒を振りまわし
3 .  演奏者の出す音をまとめる役
4 .  常に演奏者の批判に曝されているから
5 .  その楽器で一家言もつ演奏者を納得・尊敬させる理論をもち
6 .  適切な指示を与えられる優れた心理学者
7 .  ｵｰｹｽﾄﾗと作曲家と聴衆に挟まれた中間管理職



４ . 指 揮 者 ( 2 )



４ . 指 揮 者 ( 3 )



４ . 指 揮 者 ( 4 )



５．作曲家（１）
ｳﾞｨｳﾞｧﾙﾃﾞｨ A n t o n i o  

V i v a l d i  ( 1 6 7 8 - 1 7 4 1 )
1 7 0 3   司 祭、ﾋﾟｴﾀ養育院のｳﾞｧｲｵﾘﾝ教師

孤児を集めたｵｰｹｽﾄﾗを指導
1 7 1 1 協奏曲集「調和の幻想」O p . 3 が出版され名声
を得た
1 7 1 6 ｰ 1 7 4 0 合奏長、毎週開かれるｺﾝｻｰﾄのため作
曲
1 7 2 5 V n . 協奏曲集「和声と創意への試み」 O p . 8
（四季を含む）

で人気頂点に達する。
5 0 0 曲余の協奏曲、 7 0 曲余のｿﾅﾀ、約4 5 曲のｵ

ﾍﾟﾗ
1 7 4 0 職を辞し、行方不明 。
1 7 4 1 ｳｲｰﾝの貧民墓地に埋葬された、と 2 世紀後に判
明



5 .  作曲家（２）
バッハ J o h a n n  S e b a s t i a n  
B a c h  ( 1 6 8 5 - 1 7 5 0 )

1 7 0 3 - 0 8  ｱﾙﾝｼｭﾀｯﾄ/ ﾐｭｰﾊｳｾﾞﾝ時代・・・教会ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ
（ 1 7 0 5 ） ﾌﾞｸｽﾃﾌｰﾃﾞの演奏を聴きに 2 0 0 マイル歩いてﾘｭｰﾍﾞｯｸま
で

1 7 0 8 - 1 7   ｳﾞｧｲﾏﾙ時代 ・・宮廷礼拝堂ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ（後楽士長）
1 7 1 7 - 2 3   ケーﾃﾝ時代・・・宮廷楽長（世俗的器楽曲）

平均律ｸﾗｳﾞｨｰｱ曲集
ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸﾞ協奏曲,  無伴奏V n ｿﾅﾀ ,  ｾﾛｿﾅﾀ

1 7 2 3 - 5 0   ﾗｲﾌﾟﾁｯﾋ時代・・聖ﾄｰﾏｽ教会ｶﾝﾄﾙ（合唱長）
マタイ受難曲

C . P . E . ﾊ ﾞｯﾊ（1 7 1 4 - 8 8 ） : ﾊﾝﾌﾞﾙｸﾞ主要教会音楽監
督,  世俗的成功
J . C .ﾊﾞｯﾊ（ 1 7 3 5 - 8 2 ） :英国王室付音楽教師,  ﾊﾞｯﾊ = ｱｰ
ﾍﾞﾙ・ｺﾝｻｰﾄ



5 ．作曲家（３）
ﾊｲﾄﾞﾝとｴｽﾃﾙﾊｰｼﾞ家の契約

１．使用人・職人・・・白靴下の着用（雇い主との身分差を示す）

２．雇い主の望む曲を作曲し、他者への供与は禁止（著作権なし）

３．雇い主以外からの依頼に対しては許可が必要

４．楽団員を指導・管理し、楽団員の争いを調停し、楽器を管理する

５．召使たちと同じ食事をとることができる



5 ．作曲家（４）
ﾊｲﾄﾞﾝ F r a n z  J o s e p h  

H a y d n  ( 1 7 3 2 - 1 8 0 9 )
1 7 4 0 ( 8 歳） ｼｭﾃﾌｧﾝ大聖堂 聖歌隊(ｳｲｰﾝに住む）
1 7 4 9 （ 1 7 歳） 声変わりのため辞職
1 7 5 9 （ 2 7 歳） ﾓﾙﾂｲ伯（ﾎﾞﾍﾐｱ）の楽長
1 7 6 1 （ 2 9 歳） ｴｽﾃﾙﾊｰｼﾞ家（ﾊﾝｶﾞﾘｰ西部の大貴族）副楽長

小ｵｰｹｽﾄﾗを使う便宜,  勤続中に S y m . 8 2 - 8 7 番
（パリ等）

1 7 7 2 （ 4 0 歳） S y m . 4 5 番「告別」
1 7 8 1 （ 4 9 歳） モーツァルトと親交,   S . Q . 3 7 - 4 2 番（ﾛｼ
ﾔ四重奏曲）

1 7 9 0 （ 5 8 歳） ﾛﾝﾄﾞﾝへ,   S y m . 9 3 - 9 8 番（ｻﾞﾛﾓﾝｾｯ
ﾄ）、S Q 「ひばり」

1 7 9 1 （ 5 9 歳） 帰国
1 7 9 4 （ 6 2 歳） ﾛﾝﾄﾞﾝ再訪,  S y m . 9 9 , 1 0 0 「軍隊」
, 1 0 1 「 時計」, 1 0 4 「 ﾛﾝﾄﾞﾝ」

1 7 9 5 （ 6 3 歳） ｴｽﾃﾙﾊｰｼﾞ家,  ｵﾗﾄﾘｵ「四季」「天地創造」,  
S . Q . 「皇帝」等

1 8 0 4 （ 7 2 歳） ｴｽﾃﾙﾊｰｼﾞ家辞職
1 8 0 9 （ 7 7 歳） ﾅﾎﾟﾚｵﾝのｳｲｰﾝ攻撃で着弾のさなか没



5 .  作曲家（５）
W o l f g a n g  A m a d e u s  
M o z a r t   ( 1 7 5 6 - 1 7 9 1 )

1 7 7 3 （ 1 7 歳） S y m . 2 5 番 K 1 8 3 （ト短調）
1 7 7 7 （ 2 1 歳） P . C . 9 番 K 2 7 1 （ ｼﾞｪﾉｰﾑ）
1 7 7 8 （ 2 2 歳） F l . / H p . C . ,  O b . C . ,  
F l . C . 1 , 2 番 ,  S y m . 3 1 番「ﾊﾟﾘ」 ,  母の死、

1 7 7 9 （ 2 3 歳） V n . / V l a .合奏 C .  K 3 6 4 ,  
2 P i a n o  C . K 3 6 5  

1 7 8 1 （ 2 5 歳） 歌劇「ｲﾄﾞﾒﾈｵ」 ,「後宮からの誘拐」,   ﾊｲﾄﾞﾝと親
交,  

1 7 8 3 （ 2 7 歳） S y m . 3 6 番「ﾘﾝﾂ」 ,  P . C . 1 2 , 1 4 番 ,  
H n . C . 2 , 3 番 ,   

1 7 8 5 （ 2 9 歳） P . C . 2 0 , 2 1 , 2 2 番,  6 曲の S . Q .を
ﾊｲﾄﾞﾝに献呈

1 7 8 6 （ 3 0 歳） 歌劇「ﾌｨｶﾞﾛの結婚」,  S y m . 3 8 番「ﾌﾟﾗﾊ」 ,  
P . C . 2 3 , 2 4 , 2 5 番

1 7 8 7 （ 3 1 歳） 歌劇「ﾄﾞﾝｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ」 ,  ｾﾚﾅｰﾃﾞ「ｱｲﾈ･ｸﾗｲﾈ･ﾅﾊﾄﾑ
ｼﾞｰｸ」

1 7 8 8 （ 3 2 歳） S y m . 3 9 , 4 0 番 ,  S y m . 4 1 番「ｼﾞｭﾋﾟﾀ
ｰ」 ,  P . C . 「 戴冠式」

1 7 8 9 （ 3 3 歳） S . Q . 2 2 , 2 3 番 K 5 8 9 , 5 9 0
1 7 9 0 （ 3 4 歳） 歌劇「ｺｼﾞ・ﾌｧﾝ・ﾄゥｯﾃ」,  S . Q u i . 5 番
K 5 9 3 ,  

（ 歳） 歌劇「魔笛 「皇帝ﾃ ﾄ 慈悲



5 .  作曲家（６）
L u d w i g v a n  

B e e t h o v e n  ( 1 7 7 0 -
1 8 2 7 )

1 7 9 5 （ 2 5 歳） P . C . １ ,２番
1 8 0 0 ( 3 0 歳） 第1 交響曲
1 8 0 3 （ 3 3 歳） 第 2 交響曲,  P . C . 3 番 ,  V . S . 「ｸﾛｲﾂｴ
ﾙ」 ,  P . S . 「 ﾜﾙﾄｼｭﾀｲﾝ」

1 8 0 5 （ 3 5 歳） 第 3 交響曲「英雄」,  歌劇「ﾌｨﾃﾞﾘｵ」（第１稿）,  
P . S . 「熱情」

1 8 0 6 （ 3 6 歳） V . C . ,  歌劇「ﾌｨﾃﾞﾘｵ」（第2 稿）,  S . Q .
「ﾗｽﾞﾓﾌｽｷｰ1 , 2 番」

1 8 0 7 （ 3 7 歳） 第 4 交響曲,  P , C . ４番,  ﾐｻ曲（ﾊ長調）,  
P . C . （ V . C . 援用版）

1 8 0 8 （ 3 8 歳） 第 5 交響曲,  C . S . 3 番 ,  P . T r i o 「幽
霊」

1 8 0 8 （ 3 8 歳） 第 6 交響曲「田園」
1 8 0 9 （ 3 9 歳） P , C . 5 番「皇帝」,  P . S . 「ﾃﾚｰｾﾞ」「告別」,  
1 8 1 3 （ 4 3 歳） 第 7 交響曲,  「ｳｴﾘﾝﾄﾝの勝利」（戦争交響曲）
1 8 1 4 （ 4 4 歳） 第 8 交響曲,  歌劇「ﾌｨﾃﾞﾘｵ」（第３稿） ,  
1 8 2 2 （ 5 2 歳） ﾐｻ･ｿﾚﾑﾆｽ
1 8 2 4 （ 5 4 歳） 第 9 交響曲「合唱付」



６．オーケストラ楽器編成



７．交響曲の構成（１）

第１楽章：アレグロ

ゆっくりした序奏の後,  速い
主部が多い. 重要な主張.

第2楽章：アンダンテ
くつろいだ穏やかな曲

憩いのひととき.

第3楽章：スケルツォ
気分転換, 諧謔的
メヌエットから発展

第４楽章：フィナーレ

終曲, 壮麗な結末



7 .  交響曲の構成（２） 「幻想交響
曲」

恋に深く絶望しアヘンを吸った,  豊かな想像力を備えた
ある芸術家の生涯の出来事

第 1楽章：夢・情熱
ﾗﾙｺﾞーｱﾚｸﾞﾛ・ｱｼﾞﾀｰﾄ・ｴ・ｱﾊﾟｯｼｮﾅｰﾄ・ｱｯｻｲ

第 2 楽章：舞踏会
ﾜﾙﾂ ｱﾚｸﾞﾛ・ﾉﾝ・ﾄﾛｯﾎﾟ

第 3 楽章：野の風景
ｱﾀﾞｰｼﾞｵ

第 4 楽章：断頭台への行進
ｱﾚｸﾞﾚｯﾄ・ﾉﾝ・ﾄﾛｯﾎﾟ

第 5 楽章：魔女の夜宴の夢
ﾗﾙｹﾞｯﾄーｱﾚｸﾞﾛ・ｱｯｻｲ



ミサの式次第



２５．作曲家一覧
シューベルト（1797‐1828）
シューマン（1810‐1856）
ベルリオーズ（1803‐1869）
ブラームス（1833‐1897）
ヴァーグナー（1813‐1883）
J.シュトラウス（1825‐1899） （1804‐1849）
ドビュッシー（1862‐1918）
ラヴェル（1875‐1937）
ビゼー（1838‐1875）
R.シュトラウス（1864‐1949）
チャイコフスキー（1840‐1893）
ストラヴィンスキー（1882‐1971）
武満  徹（1930‐1996）


